
麻しん（はしか）に注意！

麻しん（はしか）ってどんな病気？

ー 症状 ー

発熱、咳、鼻水などに続き、

高熱と全身の発しんが現れます。

また、肺炎や脳炎などの重い合併症を

起こすことがあります。

感染力が非常に強く、免疫のない人が

感染している人に接すると多くの場合感染します。

発症日の１日前から解熱後３日間まで感染力があり、

発症する前から人に感染させる可能性があります。

2026年6月末時点で、すでに前年１年間より多くの患者が報告されています。

海外渡航や流行地域への移動前に、
ワクチン接種歴を確認し、計2回のワクチン接種をご検討ください！

※免疫のない集団
発しん

ー 感染力 ー

咳発熱 鼻水

1人の患者から12-18人に感染

麻しん（はしか）の予防や対応は？

✓ ワクチン接種を

麻しんに
かからないため

ワクチンを2回接種するこ
とが最も有効な手段です。

母子健康手帳で接種歴を
確認し、2回のワクチン接
種を検討しましょう。

麻しんかな
と思ったら

✓ 受診前に

予防接種については、
お住まいの予防接種担当課まで

麻しんの詳しい情報はこちら
（大阪府感染症情報センターHP）

大阪府内の
各市町村担当課一覧

医療機関へ電話

マスク着用

公共交通機関を
避ける

麻しんを疑う症状がある場合、
外出を控え、事前に医療機関
に電話し、なるべく公共交通
機関の利用を避けて受診して
下さい。

麻しんに
かかったら

✓ 外出は控える

✓ 保健所調査への
  ご協力を

周囲への感染を広げないため、
解熱後3日間を経過するまで
外出は控えて下さい。

お住まいの近くの保健所
から連絡が来ますので、
調査にご協力ください。
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